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1．はじめに 
	 岐阜県多治見市は，夏季の高温が著しい地域の一つである．過去の調

査・研究により，多治見の高温の原因として様々な現象が指摘されてき

たが，どれが主要因であるか不明であった．そのような背景の中，

Takane et al. (2016)は，過去23年間の気象観測データおよび，独自に3
年間実施した気象観測により得られたデータを用いて，様々なスケール

の視点に立ち，多治見の高温の要因を気候学的に調査した．その結果，

多治見の都市化に伴う温暖化および鯨の尾型気圧配置がバックグラウ

ンド条件となっており，これらの条件下において濃尾平野の北西／西側

の山からのメソスケールの気流が多治見に侵入し，さらに多治見アメダ

スが市内でも比較的高温になりやすい場所に位置していることが，多治

見の高温に重要であることが気候学的に示された．そして，Takane et al. 
(2016)では，上述の北西／西側の山からの気流の侵入に伴う多治見の高
温化のメカニズムとして，地表面加熱を伴うフェーンが指摘されている．

このメカニズムは，従来のフェーン（ドライフェーン，II型のフェーン）
の効果（断熱加熱）に加えて，気流が地表面付近を吹走する際に地表面

からの加熱（非断熱加熱）を受け，気流がさらに高温化し，この気流が

多治見に侵入することにより高温がもたらされるというメカニズムで

ある．本研究では，これを仮説とし、この仮説を3つの異なる手法・視
点：独自観測・数値シミュレーションによる感度実験・過去データの統

計解析から検証した． 
 
2．現地観測と使用データ 
	 濃尾平野における北西寄りの風に伴う気象変化を捉えるため、平野の

内外の計7地点において地上気象観測を実施した．場所選定の方針とし
て，伊吹山の南の関ヶ原付近の谷間から濃尾平野に侵入する西寄りの風

を捉えるルート：滋賀県米原市→岐阜県大垣市→愛知県一宮市→岐阜県

多治見市（以下，西風ルート）と，伊吹山の北側から吹き下りる北西寄

りの風を捉えるルート：岐阜県本巣市→各務原市→多治見市（以下，北

西風ルート）に沿う地点を選定した．いずれも，条件を統一するために，

周りに建物や樹木が存在しない休耕田を選定した．伊吹山は，伊吹山地

の山頂の気象を測定するために選定した．設置地点の標高は1,340 mで
あり，この高度は伊吹山地の山頂に近い高度である．使用した観測測器

は，総合気象観測装置（WXT520），日射計（PCM-01NB-L10），土壌水
分計（WD-3-L5、ThetaProbe ML3-L5）である． 
 
3．結果と考察	 
3.1	 現地観測 
	 西風ルート及び北西風ルートにおける観測結果から，どちらのルート

においてもドライフェーンの発生を示す結果が得られた．具体的には，

西風ルートでは，風下地上である大垣の温位・風速が，西寄りの風に伴

い風上地上の米原の値に比べて高い・大きかった．また，北西風ルート

では，北西風の風下地上である本巣の温位・風速が，風上山頂である伊

吹山の値とほぼ同等であった．これらの特徴は，フェーンの典型的特徴

であるとともに，北西から西寄りの風の非卓越時には現れていない特徴

である．地表面からの非断熱加熱の効果については，風下の地点ほど温

位が高くなる結果が得られた．そして，その風下と風上の温位差がフェ

ッチの代表的土地利用・被覆からの顕熱供給（すなわち、地表面からの

非断熱加熱）で概ね説明可能であることが簡易混合層モデルによる簡易

的な推定の結果，確認された．地表面からの非断熱加熱の存在をより明

瞭に結論付けるため，数値実験および統計解析によっても検証する． 
3.2	 数値シミュレーション 
	 多治見の風上側の地面状態が，多治見の気温に及ぼす影響を調査する

ため，WRFモデルを用いて高温の再現実験（CTRL），および風上地域
のみCTRLの土壌水分量の初期値を減らす（ボーエン比を変化させる）
感度実験（SMOIS）を行ない，両者の結果を比較した．その結果，多治
見において早朝から11時以前までにおけるSMOISの地上気温はCTRL
とほぼ一致しているが，モデルにおいて多治見で北西から西寄りの風が

吹き始めた 11時以降では，両者に明らかな気温差が生じた．この結果
は，風上側の地表面から非断熱加熱を受けた西寄りの風の侵入に伴い，

風下末端である多治見が昇温していることを明瞭に示している． 
3.3	 過去の観測データの統計解析 
	 地表面からの非断熱加熱の効果を，過去の観測データの統計解析によ

っても考察した．具体的には，多治見の西側の土壌水分量と多治見の気

温との相関を調べた．その結果，両者には負の相関があり，この相関は，

晴天日よりも北西から西寄りの風が卓越した日に強くなることが分か

った．この結果は，単純に多治見の直下が乾燥・顕熱フラックスが卓越

し，その場の多治見で鉛直１次元的に高温になりやすいことだけではな

く，西側（西風卓越時には風上側）が乾燥していること，さらに言えば

ここで加熱された空気の北西から西寄りの風に伴う侵入が，多治見の高

温に直接的に寄与している可能性が高いことを統計的に示唆している．

日射量等の他の物理的の統計解析の結果も考慮すると，風上側の顕熱フ

ラックスが卓越しやすい条件での日（入力日射が大きく，かつ土壌が乾

燥し，かつ濃尾平野で西寄りの風が卓越する日）ほど，多治見が高温に

なることが統計的に示された． 
 
4．まとめ 
	 以上より，現地観測・数値シミュレーション・統計解析という３つの

異なる手法・視点から，地表面からの非断熱加熱を伴う特殊なタイプの

フェーンの存在を支持する結果が得られた．この地表面加熱を伴う特殊

なタイプのフェーンが，この風の終着点である多治見の高温に寄与して

いると考えられる． 
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